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滋賀県議会議員

看
護
師
確
保
対
策
の
拡
充
を

Q

平
成
27
年
度
に
お
け
る
看
護
師
職
員
需
給
見
通
し
に

つ
い
て
？

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
平
成
24
年
度
時
点
の
需
要

見
通
し
は
１
３
５
８
０
人
、
供
給
見
通
し
は
１
３
４
５
３

人
だ
っ
た
が
実
績
は
１
３
２
１
２
人
で
３
６
８
人
下
回
っ

て
い
る
。
平
成
27
年
度
時
点
の
需
給
見
通
し
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

Q

看
護
師
確
保
対
策
の
進
捗
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
の
か
？

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
に

基
づ
き
、「
看
護
職
員
の
養
成
」「
確
保
定
着
」「
潜
在
看

護
力
の
活
用
」
を
柱
と
し
て
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
看
護
師
等
養
成
所
の
運
営
や
施
設
整
備
に
対
す
る
支

援
、
中
高
生
に
対
す
る
看
護
の
魅
力
の
啓
発
等
、
新
卒
就

業
者
増
加
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
潜
在
看
護
職
員
の
再

就
業
を
促
進
す
る
再
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相

談
支
援
や
職
場
復
帰
研
修
、
子
育
て
環
境
支
援
等
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
新
卒
就
業
者

数
は
需
給
見
通
し
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
潜
在
看
護

師
の
再
就
業
者
数
が
需
給
見
通
し
に
達
し
て
お
ら
ず
、
再

就
業
支
援
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q

国
が
都
道
府
県
に
配
分
す
る
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
を
看
護
師
確
保
に
ど
う
活
用
す
る
の
か
？ 

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
基
金
を
活
用
し
て
、
現
在

実
施
し
て
い
る
看
護
師
確
保
対
策
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

在
宅
医
療
の
さ
ら
な
る
展
開
を
目
指
し
、
訪
問
看
護
師
を

　
　

平
成
26
年
９
月
県
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
Ｊ
Ｒ
大

津
駅
の
整
備
に
つ
い
て
大
津
市
と
連
携
し
た
積
極
的
な
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
不
足
す
る
看
護
師

の
確
保
対
策
や
県
立
の
看
護
師
等
養
成
所
で
あ
る
総
合
保

健
専
門
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

◆
平
成
26
年
９
月
県
議
会
◆

Ｊ
Ｒ
大
津
駅
整
備
に

県
の
取
り
組
み
を
求
め
る

Q

大
津
市
と
連
携
し
た
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
の
整
備
に
つ
い
て

A
（
知
事
）
昨
年
度
、
近
隣
住
民
や
駅
の
利
用
者
等
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
現
在
、
大
津
市
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
の
間
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

た
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
協
議
が
進
展
す
る

中
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ぶ
県
と
し
て

も
三
者
で
検
討
を
行
い
、
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

Q

Ｊ
Ｒ
大
津
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
復
活
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
？

A
（
知
事
）
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
の
今
後
の
あ
り
方
、
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
今
後
の
進
捗
は
大
津
市
の
み
な

ら
ず
滋
賀
県
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

三
者
の
役
割
分
担
も
含
め
て
、
大
津
市
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

一
層
確
保
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
確
保
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q

県
内
の
看
護
師
養
成
に
県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
役
割

を
果
た
し
て
い
く
の
か
？ 

A
（
健
康
医
療
福
祉
部
長
）
看
護
師
を
目
指
し
た
い
と

思
う
中
高
生
に
看
護
の
魅
力
を
伝
え
、
看
護
師
等
養
成
所

を
学
生
が
学
び
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
習
環
境
に
整
え

て
い
く
こ
と
が
県
の
重
要
な
役
割
と
考
え
て
い
る
。

Q

県
立
の
看
護
師
等
養
成
所
で
あ
る
総
合
保
健
専
門
学

校
に
つ
い
て
年
次
的
な
整
備
計
画
策
定
や
定
員
や
運
営
形

態
の
見
直
し
の
検
討
を
含
め
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
？ 

A
（
知
事
）
今
年
度
、
有
識
者
を
交
え
た
検
討
会
を
設

置
し
て
、
県
立
の
養
成
所
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
と
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
老
朽
化
対
策
で
も
、
更
衣
室

が
な
い
、
歯
科
衛
生
学
科
は
県
内
唯
一
の
養
成
機
関
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
最
新
の
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た

問
題
も
あ
る
。
私
自
身
も
見
に
行
っ
て
、
早
急
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

解
　説

　

県
内
各
地
の
医
療
現
場
で
は
、
看
護
師
不

足
で
思
う
よ
う
に
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
す
る
十

分
な
時
間
が
取
れ
な
い
と
い
っ
た
悩
み
を
抱

え
、
育
児
支
援
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
の
増

加
に
よ
り
夜
勤
者
の
確
保
が
困
難
に
な
る
と

い
っ
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
進
展
に

伴
う
新
た
な
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

第
７
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し
を
策
定
し
、

総
合
的
な
看
護
師
確
保
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
一
般
質
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
現
時
点
で
達
成
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

老
朽
化
す
る
県
立
総
合
保
健
専
門
学
校

の
整
備
を
求
め
ま
し
た
が
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、

養
成
に
加
え
て
在
宅
医
療
・
福
祉
の
充
実
の

た
め
の
訪
問
看
護
師
を
は
じ
め
看
護
師
の
確

保
対
策
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
案
が
ま
と
ま
る

　

今
年
度
、
委
員
長
を
務
め
る
体
育
振
興
・
健
康
づ

く
り
対
策
委
員
会
で
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
歯
お
よ
び
口
腔
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
案
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。
研
究
で
は
、
高
齢
期
に
残
っ
て
い
る
歯

が
少
な
い
と
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
や

歯
周
病
が
糖
尿
病
等
の
他
の
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
歯
科
疾
患
等
の
予
防
の
取
り
組
み
の

促
進
や
歯
科
保
健
サ
ー
ビ
ス
・
医
療
を
受
け
る
環

境
整
備
を
図
る
た
め
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
障
害
者
や
高
齢
者
の
歯
科
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

機
会
の
確
保
や
医
科
歯
科
連
携
の
体
制
の
構
築
を
定

め
て
お
り
、
県
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
条
例
案
は
、
11
月
県
議
会
に
提
案
さ
れ
る

予
定
で
す
。



実行力！  地域の皆さんとともに

大戸川の着実な河川整備を要望
　昨年の台風18号で大きな被害を

受けた田上、上田上地域の皆さん

と三日月知事に就任後初めて面会

し、改めて大戸川の着実な河川整

備を要望しました。

　「大戸川ダム本体工事の早期着

工と、大戸川の河川改修の推進及

び適正な維持管理に努めること。

付替県道大津信楽線を早期に完成

させること。地域住民の立場に

立って関係自治体との調整を図る

こと」の３点の要望に対して、知

事は「ダムそのものの治水効果は

あると思うが、まずは河川改修を

しっかりやっていく」と述べるに

留まりました。昨年の台風18号に

よる被災箇所の復旧も完了してい

ない中で今年８月の台風11号の被害が発生したことを指摘し、遅れている河

川改修を急ぐように求めました。

新たな子ども家庭相談センターが平成28年度に開設
　県内の児童虐待相談件数が増加を続ける中、管轄人口が全国平均を大きく

上回っている中央子ども家庭相談センターを分割し、大津市に新たなセン

ターが開設されることになりました。９月補正予算に、センターが設置され

る予定の現在の大津市保健所の建物を改築する設計費用として339万円が計

上されました。

　来年度に改修工事が行われ、平成28年度の開設が予定されています。こ

れまで何度となく県議会で求めていたセンターの増設がようやく決定しまし

たが、単なる管轄区域の見直しに留まらず、専門職員の増員や大津市との一

層の連携を図り、児童虐待防止対策の体制強化につなげていくことが重要だ

と考えます。

東部学校給食共同調理場の整備を
大津市に要望
　建築後30年以上が経過し、老

朽化や衛生管理面での課題が指

摘されている東部学校給食共同調

理場について、早期の移転新築を

大津市に要望しました。大津市で

は、大津市松が丘を候補地として

共同調理場の基本設計、地質調査

等の費用を今年度予算に計上して

いますが、地元の理解が得られず

全く進んでいません。東部学校給

食共同調理場では、今年９月、配

管の老朽化により水道水から赤錆

が出る問題が発生しました。大津

市は当初、健康に影響はないとし

て、水質を確認した上でこの水で

調理を続けましたが、水道水の使

用を中止するとともに、緊急事態だとして給水車の使用を申し入れ、対応し

てもらいました。毎日、約7000人の子ども達の口に入る給食の安全を確保

するために一日も早い整備が求められます。

滋賀県議会議員

さとう健司
◎文教警察常任委員会
◎体育振興・健康づくり
　対策特別委員会
　委員長

〒520‒2153　大津市一里山1丁目1-13-1305
kenjisato0@gmail.com

（ゼロ）

皆様のご意見をぜひお聞かせください

昭和48年３月生まれ　41歳
平成８年３月	 同志社大学法学部法律学科卒
平成８年４月	 	NHK（日本放送協会）に記者と

して入局
平成16年１月～平成23年４月
	 大津市議会議員（二期）
平成22年５月～平成23年１月
	 大津市議会第79代副議長
平成23年４月～	滋賀県議会議員

プロフィール委員会活動から
　長崎県と福岡県において県外調査を行いました。第69回国民体育大会が開
催された長崎県では、開閉会式が開催された「長崎県立総合運動公園陸上競
技場」を訪れ、国体における主会場の運用状況を確かめるとともに、大村市で
山岳競技を視察しました。
　福岡県では、県民の健康体力づくり、競技力向上の支援拠点となっている
「福岡県立スポーツ科学情報センター」を訪れました。センターには、大小のア
リーナ施設だけでなく、スポーツ科学センターとしての機能があり、測定デー
タの分析や各種の調査研究が行われています。
　平成36年の二巡目国体に向けて、競技会場の選定が本格的に始まりました
が、スポーツ施設の整備や競技力向上の取り組みを急がなければなりません。
特に、老朽化する県立体育館の再整備については、福岡県のように単なるス
ポーツ施設に留まらず、医工連携による研究開発や新サービス創出等、産業振
興の観点から周辺に大学が立地する瀬田地域のびわこ文化公園都市への誘致
を図っていきます。


